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わが国における乳、肉用多頭牛舎の利用実態（第1報）
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1．はじめに
　ゾぷ幻汀にともなう干己規摸の拡大には，バ計・随工
上の問題もさることながら，㊧、バの環玩爾生，管理∩：叢
の省力化，牛今の経済性などの、1ぷでλこ解決の間煽が多
く，必ずしも当初の計画どおりに，牛会利月］が進んでい
ないようである。そこで筆昂よ，まず既存の乳，肉川夕
ぶ牛☆の利用実態を調査し，牛㌔く計上の問題井ζ決の手
がかりをえようとした。　「多ぷ」とは，従未の牛合にく
らべて．比較国規媛の人さいことをあらわし，厳密な規定
乞Σ乏けたものではない。
　荊i査はアンケート法を主体とし，スタンチョン式乳牛
合を1963年，放飼式孔z｝“☆と肉1｝刊’£rを1964～65年に
調べた。調丘ガ場は全国協業経営一L覧の（8）などをもと
に，なるべく飼育規模の大きなものを遠んだが，力査川
紙の回収のできたのは合甘280農場で，その内わけと分
布を示すと，第1国および宕1表のとおりである。ま
た，できるかぎり現地調査を併用し，誌営者の二兇も厄
］妾きき取るように努めた。
　鎗1報でとりあげる放飼式牛合の典型は，第2i∠1に示
すような建物施設から構成され，牛合内の同一揚所で休
息・給餌・排せつ・搾乳などを行なうスタンチョン式牛
合とは非常に異なる。乳Zl・は搾乳時をのぞいて放し飼い
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第2図　放飼式乳牛ζ了の一・例（愛知県・全販連
　　　　渥美農場で1960年建菜。単位はm。）
され（この意昧で，開放式牛舎とか，ルーズ・バーン，
フリービバーンなどとも呼ばれる），休息・給餌・搾乳
をそれぞれ決まった場所で行なうようiこなっている。し
たがって，放飼式4舎の「牛舎二とは，これら建物施設
を一括した意昧で用いているわけである。
　この牛舎または管理方式がわ力川で言惹題礼なったの
は，1960《Lごろからである。多頭飼育と省力化，ある
いは牛乳の衛生h五i：」苔1をねらった新しい飼育管理技術と
して，その後，各地の酪農場をはじめとして，試験場や
学校などの公営の農場にもとり入れられ，工者の知る限
りでも，いままでに約200の放飼式牛σが建てられてい
る。しかし，この方式は，導入の当初から多くのllil題点
をかかえていただけに②（6）αo）（12）（13），農場・によっては，
建築当時の纏造や設備の変更を余儀なくされたところも
かなりある。その反而，それぞれの立地条件や経営条件
を生かして，わが国独自ともいうべき放飼式牛舎もあら
われているのが現状である。
　なお，本報のとりまとめにあたっては，研究室の渡辺
研一郎君から多大の協力をえたので，その労に深謝す
る。この報告の要旨は，1966年度の目本家畜管理研究会
で発表した。
H．放飼式牛舎の調査方法と謁査農場
　この調査は1964～65年1こかけて，61農場（うち37農
」きは実地調査併用）｝⊆ついて行なったもので，その分布
は，第1図に示すとおり，全困27道府県にわたるが，
飼育限界平均気温4°Cをもとにした，乳牛の防寒期間
60日線（獅によって，暖地農場と寒地農場（鳥取・島根
両県を含める）に分けると，｝W孜が32，後煮が29農場
とほぼ半数ずつになる。暖壇農場の範囲は，年平均気温
15°Cの線で区分された，水稲作における西南暖地とお
おむね一致する。
　調査結果のとりまとめにあたっては，上記の地域区分
のほかに，第2表に示すように，成牛の飼育規族によっ
て5階層に区分するとともに，経営主体の性格による牛
舎利用の違いを考え，農家経営による民営農場と，学校
・試験場などの公営農場に分けた。なお，建物設備の規
模や形式は，現在の飼育頭数よりも，その牛舎や設備を
利用して取容可能な頭数（以下ミ飼育適当数ミという）
をもとに決められるのが浮通であるから，項目によって
はこの頭数を基準｝ことりまとめたものもある。
　成牛の平均飼育頭数は・民営の33．4頭に対して公営
は15．8頭と少なく，しかも，公営には41頭以上の階1∪
に属する農場がない。最小規模は民営4頭，公営5頭，
最；1」は民営201頭，公営40頭である。飼育頭数でとく
に日だつ点は，｝克牛で飼育適当数の60％ほどしか1ミ・絃）
れていないことで，それだけ牛舎がムダになっているわ
けである。しかし，民営農場について，経営に対する見
通しを調べたところでは，「普通」53．8％，「明るい」
34．6％，　「［i音い」7・7％，「ノ｝らなし・」3．8％と比茎絞『｝脇襲
観的で，飼育規模による差もほとんど認められない。
　牛舎建築年次は1951～65年にわたるが，1951年建築
の1公営ノ1㌧場　（31～40頭階1蔀）をのぞくと，すべて
1960年以後の建築で，1960～63年の4壬1三間に約85％が
（138） 尾　　崎 察
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集中している。なかでも，民営農場は公営差隻場にくらべ
て比較約川くとり入れており，新しい技宿1こ対する農民
の意欲の一・端がうカ・が；われる。
llい調査結果と考察
（1）放飼式牛舎の採閉と，没計
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第3図　放飼式牛舎を建てた意図または動機
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示すとおり，全体として省力管理：をあげた提場が85．1％
を占めてもっとも多く，つづいて乳牛の健康，牛乳の！l衙
生的管」璽，建築費の節減の順となっている。これらの項
Llは，いずれも．放飼管理力メミのねらいとされているもの
で，その順ぴξよ，飼育規模，経営1：主体のいかんにかかわ
らずほぼ同じである。ただし，民営農場では，公営農場
にくらべて建築費の節滅が強く打ちえ更1されていること
や，関係者のすすめをうけて採用している点などが目だ
っている。また公営農場では，その性格上，教育あるい
は展示的なこ1図でとり入れられたものが多い。
　設計に際しては，第4図でもわかるように，金般的に
この形式の牛舎を兄学（64．4％）したり，書籍べ）雑誌を
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参考（37、8％）にした農場が多いが・民営農場には指導
員と柑談したり，関係者の設計にまかせたものが，おの
おの40％前後ある◇
　設計をこあたってもっとも注意された場所は，第5ぱに
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示すように，体息昌関係である。とりわけ聞放の程1足，
床の形や構造，掃除の便などが問題にされている。ま
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た，放飼式で失敗した場合のことを考慮に入れ，休息場
をそのままスタソナヨン式牛舎に切りかえでぎるように
設計した農場もある◎ついで多い給餌場閲係では，狙飼
料の不足を補うための連功スタソチョンの採用があげら
れ，専用搾乳場では，ストール（乙ト床）の形式を個体管
理のしやすい側入式（側通路式）にしたこと，運動場で
は，コンクリートまたはアスフアル｝ほ装を行なったこ
となどが，その内容となっている。
　建築工事の方法は75％が請負いで，残りが垣営また
は「1家建築である。請負い形式が高率を示しているの
第3表
は，公営農場のほとんどがこれに該当したためで，．民営
農場のみでは約60％である。しかし，民営，公営のい
ずれも，飼ち規模の増加とともに請負い形式がふえてい
る。逆に，10頭以下の民営農場では，自家建築が50％
紅営が37．5％の割合となっている。
　12）建物施設の機能別組合わせと配置
　放飼式弓舎の建物施設は，第2図にも示したよう｝こ，
残能別に休息場（R），給餌場　（F），搾乳場（M），
運助場（E）の4つに大別できる。それらの組合わせ
を調べると，第6図のとおりである。本来の放飼式牛
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第6図　建物施設の機能別組合わせの例
舎は，これら4つの建物施設が独立分離しているもので
あるが（この意味で放飼式は分｝琉飼育式ともいわれる），
調査農易のうち，この分離型に属するものは，第3表に
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示すようミこ39．3％で，残りは（R＋F），または（R＋
F＋M）のように，同一場所を2つ以仁の川的・こ使う兼
用皇である。なかでも，（R＋F）・M・Eの組合わせは
45．9％を占めてもっとも多い。R，　F，　Mの兼用の度
合は，（R一トF）が59％，　（F＋M）　が14．8％，　（R⇒F
㌢M）が13．1％となっている。　4つの中でもっとも分
離の進んでいるのは，Mの85・2％である。
　これを飼育規摸別にみると，第3表に示すように，飼
百規模の増加とともに，分離型の劉合がふえていること
がわかる。また，公営援」パこは，展示的な意図もあっ
て，小規模農場でも独立型を採縄しているところがみら
れる。しかし，10頭以ドの民営農場にはク｝離型は皆無
で，反対にスタンチョン式牛舎との折ちゆう的色彩をも
つ　（R＋F－｝－M）・E，　および　（F＋M）・R・Eの沮1合オ）
せが40％を占めている。なお，搾乳前1こ牛を集める場
所として使われる，待機場の設じ1割今は44％で，飼育
規模が大きい農場と民［営農場に，その設置翻合力Wくな
っている。
　つぎに，これら建物旛没の平加薦dl（ドによって分類する
と，上記のR，F，　Mなどの建物が，第5図①②のよう
に，縦または横に一列に並んだ一列型が44％でもっと
も多く，小規模農場の兼周型をとる農場に目だってい
る。これとは反ヌ」に，分離型をとる大規模農場ほど，運
動場を囲んでL字型，またはU方了型の配置をとるものが
多い◎平陶爵己置に特別の型をもたない分紋型も25．4％
あり，これしよ中規模の農場に多くみられる。
　以上の傾同からみて，飼嵩規模の拡大ととも、こ平i加寵
置は，＿列旦→分散型→L字型またはU字型をたどるも
のとみられる。L字皇またはU才型は，北または西をふ
さいだ冬季1司の防風的配籏ど考えられるが，詞lili農巧に
関するかぎり，暖地と寒地の地域性｝ま明瞭でなかった。
したがって，この蔭＿把は，気候よりも敷地の形や管理｛乍業
の便否によって，より強く支甑されたものと思われる。
　（3）　專周搾乳場の形式と構造
　放飼式では，搾乳を専用の搾乳Jl歩で行なうことが一．・つ
の特色である。V用搾乳場をもつ㍑ξ場は，61農場小52
農場（85．2％）で，10頭以下の民営農場をのぞくほと
んどがもっている。専用搾乳場のない農／易では，さきに
のべた（RすFvM）・Eの兼川刑の組合わせ1こみられ
たように，休息場内に設けたホ1㌻餌川のスタソチョンに牛
をつないで，搾乳を行なっている。
　a）探乳午床の形式
　専目］搾乳揚は，搾乳牛尿姻互め配列に．よって，第7図
・⑭
第7肉　可用搾乳場の形式（①平床並列型，②両床縦ダll
　　　　通過式，③高床縦ク1目〉1i入式，④ヘジンボーン型。
　　　　白い牛は搾乳を終った一群の牛。単位はm。）
のような形式に分けることができる。これにしたがって
52の搾乳場を分けると，第4表のとおり，縦列型（タ
弟4衣 搾乳牛床の配列と牛床への牛の山入りの方法
＼訓操乳場
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すべて側入式。捲すべて2列式。
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ンデム）48％，ダイアゴナル型21．2％，ヘリンボーン型
21，2％，並列型（アブレスD9．6％のll；1合となる。飼
育規模30頭以下の農場では，ヘリンボーン型をのぞく
3型式で大部分が占められているが，31頭以上の農場
では，ヘリンボーン型またはダイアゴナル型がふえてい
る。民営農場にはヘリンボーン型，公営農場にはダイア
ゴナル型が多いのも対照的である。
　牛床が作芸者通路を｛壽：さんで2列1（ンまっCいるもの
は，縦列型にもっとも多く，その半数を占めている。し
かも，飼育規模の増加とともにその割合もふえている。
民営にくらべて公営農場に2列式がいちじるしく少ない
のは，縦列型の採用されている公営農場の多く（約80
％）が，20頭以下の比較的小規模農場で占められてい
るためである。ヘリンボーン型はいうまでもなくいずれ
も2列式である。
　1列あたりの牛床数は，並列型で2個または4／11il，縦
列型では2個が50％，3個が222％，っいで4個，1
個，5個の順となっている。ヘジソボーン型には4個
　（54．5％）の例がもっとも多く，ついで8個（273％），
5個，6個の順となっている。いずれの形式とも，飼育
規模の増加とともに，牛床数が増加することは当然であ
る。1度に搾乳のできる頭数は，2列式搾乳場の場合に
は1列ずつ文互に搾乳するので，ほぼその牛床数と一致
するが，　1列式搾乳場では牛床数の半分，または％の
ミルカーを使って順次回転させる農場があるので（34．6
％），必ずしも牛床数とは一致しない。
　つぎに，搾乳牛床への牛の出入りの方法によって搾乳
場を分けると，並列型では通過式が6G％を，縦列型で
は個体管理のできる側入式が約70％を占め，設計時の
落己慮を反映している。ダイアゴナル型はすべて側入式な
ので，公営農場には側入式が70％近くを占めているこ
とになる。
　第8図は上記の点を総合して，成牛飼育適当数と牛床
の形式との関係を示したものであるが，これによると，
紗
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第8図　　飼育規模（成乙随i栢適当数）男‖にみた搾乳牛床形式と1牛床あたりの搾乳場llii積
並列型および縦列1列式（ダイアゴナル型を含む）の多
くは30頭以下の震場にみられ，これ以ピになると，縦
列2列式，そして60頭以上になると，これらに代って
ヘリンボーン型が主力を占めることがわかる。これをと
りまとめると第5表のとおりである。
　濃厚飼料の給与方法：よ61．5％が臓回式になっており，
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第5表　飼育規摸（成牛適当数）と1状形式の閤係
成牛適当数
　　　　　　　　　　　　　　ミ搾瓢斌窪㌘蒙i繰者数
30膓日」レミビ
31～60頭
61頭以」二
i∫並粥膓
il縦別夕賦鼎
／亀㍑裟il
i｛竺元籔，、，、
　個　　　人2　　i　1
　　…
2　11　　｝
3～4i　2
2　　i　2
　　　
3～41　2～3
4～61　2　　…
静各組の下段の形式は主となるもの。ぷダイアゴナ
ル型も合む。
剖育規摸の増加とともに，泣制率も高くなっている。
　また，搾乳場は作業者通蓼各の床面をメ三準にして，作業
殼が立ったまま搾乳のできる高床式と，平床式に分ける
ことができるが，闘査農場では高床式が90．4％を占め
て圧倒的に多い。このうち約70％は周辺の地盤面より
搾乳牛床を盛」二げ㌣つくったもので，牛は措L場への患
入りに際して，搾乳牛床まで登る必要がある。平床式に
は，牛床配列の並列型カミすべて該当するが，平床式でも
わずかにziふ床を1蒲く　（25～30　Cm）して，作業をしやす
くしているところもある。高床式の高さは平均69．0士
9．Ocmで，最低ぽ45Cm，最高は95cmである。作業者
通路巾（ダイアゴナル型およびヘリンボーン型は最数部
）は，2タ脇1で128．4土25．4cm，1列式で121．8±28．6
cmである。作業を便利にするたξう通路の下巾をひろげ
ている農場も84．4％ある。
　b）搾乳男の牛の出入りiづと通路
　ぷ用搾乳場をもつ農場のうち，牛を…たん待投場に集
めてから搾礼場へ導くようにしていると＿ろは，44％
である。このほかの農場では，休息場または給餌場から
ば接搾乳場に入るものが40％，残りの16％は運動場か
ら入るようになっている。一方，出口の方は，運動場に
連絡するものが76％を占め，残りは休息場または‡▲丁剖
場につながっている。
　つぎに，牛が搾乳場に入ってかiう搾：チ［牛鎌に入るま
で，あるい｝よ，搾乳後牛床を離れて］窄乳場を出るまでの
通路の顯がり具合をみると，入り日では緩」：進して牛床に
入れるものが62．8万，90°曲一．て入るものが37．2乙と
なっている。公営農場で1ま，両者が半々となっており，
直進できるものは人営より27．8％少ない。これに対し
てli｛日の方は，戯進して川られるものが31．4％しかな
く，残りは90°～180°の方向転換な要する。このため牛
の出入りは，スムーズにいっていない場合が多い。
　周醐の地盤より捕iり」ダた高沫式では，川入口に傾斜
路または階段をつけて弓二の出入りの便をはかるが，階段
をつけたものは入1：：1に42．4％，山口に21．2％となって
いる◇凶ロの階段はなるべく避けた万がよいとされてい
るので，ある程度1この点への｝賠慮のあとがうかがわれ
る。また60％強の農場では，川入汀のドアの聞閉が，
作業者通路から遠隔操作できるようになっている。
　C）　搾乳場の建物構造と面積
　搾乳場の橿造材料としては，第6表に示すように，コ
ンクリートブロックが約半数を占めてもっとも多く，つ
第6表 専川搾乳場と休息場の建築粘料
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昔2階またYよ巾21；砦のついている場合は，それらの屋根材をさす。
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いで木造の333％，鉄骨18．8％となっている。このう
ち木造は飼育規模1⑪頭以ドの農婁易に多く，これより大
きな農場では，ブロック造または鋏穀造がふえる傾1峨こ
ある。また，プロ…ク造は民営農場に，鉄廿造は公営農
場に多くみられる。屋根総には波トタソと波スレー｝が
ほぼ同程度使われ，合わせて87・5％を占めている。ト
タンは民営の規摸の大きい農場｝こ比較的多い。暖地農り膓
にはトタソよりスレートを使った搾乳場が多く，約60
％となっている。壁のf｝土げはモルタル塗助パ轍を
占め，残りはブロック表面山し（18．8．o），］荻（14．5％
），タイル（10・4％）などである。
搾乳均の1牛床あたりの1瀬は・第8図でも分るピお
り，成牛飼育適当数（飼育規模）が増加するほど狭くな
魏回がみられゑ飼育鵬ゆ増脇こ伴って・一度に搾
乳のできる頭数をふやすため，搾乳場の形良蹴ノ哩力・
ら縦列型，ダイアゴナル型，ヘリンボーン型へ，そし
て1グ賦から2グ拭へと須・るので，1∠昧あたりの泊i
績てい灘，結脇摺卜場形式（乙糠の衙例とイ1順）に
起囚するとみてよい。第7表に示すとおり・60頭以上
の麟に採用されているヘリソボーン型搾乳場は・1牛
第7表　　形式別にみた搾乳場の大きさ
　　　　　　　項　目情醐ば＼一一麟数…元牛嬉り瀬il舶
　　　　　　　　　　一……一…一…ゴ　…　／S
並　　　列　　　叫
　　　　縦列通過式i
1列式・縦列則入式i
1集計1提場の大宍
f
　　　l列アゴナ融
・ヨ1灘
　　　　　　　　　　i
　｛
3］
3i
8i
9
81
3
2
7i
　…
　ノガ　　　　 共　　m
8．4　　（175）　、　一
］0．2　（212）　i3．0
　　　　　　ミ11．1　（231）　3．9
10．5　　（219）　i3，8
6．2　　（ユ29）　i3．5
8．9　（工85）　4．9
8．1　　（169）　　5．2
4．8　（100）i5．0
苔ヘリンボーソ型を100とした」〉治。
沫あたり4．8ばでもっとも小さく，っいで2列縦列通週
式，2列ダィアゴナル型の順となっている。
　作業者通路と直角方1句の劉口寸法をみると，牛の通路
を牛床と兼用する通過式が～段と狭いが，他の形式では
1列式が4m弱，2列式が5m前後である。1牛床あた
りの兇注帳さ）の力は，牛床数のほか，山入痴の
イ立置や数，牛の通路のつけ方などで変わってくるが，集
計数の多いもののみについてみると，1凋縦列｛則入式で
3．4m　（1列あたり2牛床の場合），1列ダイアゴナル
型で2．9m（4牛床の場合），2列縦列通過式で2．8m
　（2牛床の場合），ヘジンボーソ型で1．9m（4牛床の
場合）となる。標準化されたヘリンボーン型では，1牛
床（両側で2牛床）ふえるごとに，中央の作業者通路が
0．9～1．Om長くなるだ（ナだといわ；｝もる（5）。
　④　休息場の構造と面積
　搾乳場とは災なり，ξまとんどの休息場が木造あるいは
鉄骨造で，屋根は沙トタンまたは波スレ’一トである。木
造トタンぶき（一部カワラも含む）は，第6表に示すよ
うに，民営の10頭以下の小規模農膓｝と，31頭以上の大
規模農場に，また，鉄骨スレートぶきは，公営農場や暖
地農場にその比率がi、，iくなっている。鉄骨造の普及は，
休息場｝ご要求されるソく梁間の聞放構造をつくるのに適し
ているからである。しきわらや乾草を則ど蔵するため，休
息”の一…部または全部を2階建としている農場は，第8
表のとおり全体の44％あるが，10頭以下の農場では70
％にもおよんでいる。この傾向は，これらの農場に休息
場と給餌場の兼用型が多いことからもうなづける。調i査
農場中にみられた4例の隈折れ屋根は，いずれもこの階
凡」に属するものである。
　床を土間にしているところは，工き営寒蜷濃場の5カ所
にかぎってみられたが，規模の大きい農場ほどその割合
がふえる傾囲にある。アスファル｝尿は公営の2農場に
採用されている。
　以上，休息場の建築材料からみて，民営農場ではかな
り経費の節減をねらったあとがうかがわれ，とくに10
頭以下の小規模農場と，31頭以上の大規模農場にそれ
が顕著である。この点は，放飼式牛く二・採用の；辻図にもあ
らわれていたところである。
　休息場は本来，年川］を通じて開放状1きにおくのが音通
であるが，このような飼育法に憤れないわが国では，冬
季間，開日部を密閉できるような構造にしているものが
多い。この調査でも企休の63．3％の農場が該当してい
るが，10頭以下の農場では82．3％にもおよんでいる。
暖地農場のみをとりあげてみても，寒地農場より低率と
はいえ55．2％が密閉のできる構造をとり，やはり10頭
以下の脳場や，民’㌔農場にその傾向が強くあらわれてい
る。したがって，放飼式牛舎の特色の1つである牛舎の
開放性に．関するかぎり，これらの農場では，中途半端な
構造をとっていることになり，従来の牛舎形式から脱し
きれないでいるようすを示している。
　休息場の成牛飼育適当数1頭あたりの而積は，平均
4．8｝ガで，ほぼ、｛票準的な広さにつくられている）暖地農
場と寒地農易の面積差はほとんど認められない。
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第8表　　休息場，給餌場および運動場の構造と面積
’＼
農場別
項目 休　息　場　の　構　造 給餌施設
　2階建
｛休息場
　　　％i
；1：目
1；：；
・7・・P
運動場の面積とほ装
端床 ﾈ・蝸岨騨程∈蹴岬・・1欄・－1㌫・幅i」撒≧澄．i回函舎タト…．・ンか・頭当L亙琴亘＿　　　　　　　　l　　　l　　　　　　　　　　　　　l・　分
10頭以下
］1～20頭
21～30頭
1蒜慧1
％
7．7
16．6
42．9
　％｛
17・7i
44．4i
50．0｝
60．Oi
33．3i
　　｜
27．劉
ll：引
ll：引
・．ぎ’p2G・影・・批6．£
4．61　　38．5｛　　　　 　　46，2　i　　20．8　　　　　　｜
4．3　　　53．8i　　38．5　　　12．4
4．5　　　57．1i　　14．3　　　　9，1
　　　　　　　　　　　　　　ロ6．4　…　　75．0　｛　　62．5　1　　24．0
　　｜
ぎ1｛2塁
　合　　計
48．4　　　　25．o　i
38．5　　＿｛
　　　44・3119・2
　％｛
55・Gp
36・4
46．21
33．31
28．6｛
　　1
33・31
40．9
36．7
　％20．0
16．7
28．5
麸己己i㌦園蕾iき
善冬季間も聞放したままのもの。鷲成4飼育適当数（第2表参照）1頭あたり。
　㈲　給餌場（狙飼斜∫］］）の構造
　第3鵬ξにも記したように，独立専用の給餌場をもつ提
場は39．3％を占めるが，いずれも兼用烈のκ学餌場と国
じく，ほとんどが連動スタンチョンを使っての｛i司限給餌
である。スタンチョンを使わない農場も4例みられた
が，これらは公営農場で試験的｝こ行なっているものであ
る。給餌場所としては，第8表に示すように，舎内給餌
場のほかに舎外給餌場（侶］単な屋根をつけているものも
ある）をもっ農場が42．6％あり，大規模農場ほどその
刻合がふえている。舎外給餌場の多くは，第2図のよう
に運動場の周辺織こ杣をかねて配置し，場外からの投与
を便利にしている。
　バンカーサイロの利1刊は金体の34．4％で，公営農場
に多く採川されている。
　⑥　運動場の面績と表面処理
　運動場の表而を，コンクリー｝で全爾ほ装した農場は
43．9％，休息場の軒先，あるいは給餌場の周辺部など
部分ほ装したものは10．5％となっている。10頭以下の
農場は，全簡・部分ともほ装率力口かったが，飼育規模
の培加とともに全i百ほ装率ははへり，逆に部分ほ装率が
高くなっている。これは次にものべるよう喜こ，運動場総
而積の増加｝こよって，ほ装経費の負担が大きくなるため
と考えられる。民営農場のほ装率が低いことも，経済上
の間題を反映したものとみてよい。
　面積に関しては，運動場に放牧場などを加えたもの（
とくに公営農場）もあったので，℃入図面をもとに，で
きるだけ本来の運動場だけに限って集話したものが第8
表の結梁である。全面ほ装をした農場のみについてみる
と，1農場あたりでは329．5η『，成Xl飼育適当数1頭あ
たりでは11．7ヅで，金農場の三1夕均値よりは小さくなっ
ている。しかし，農場によって1頭あたり4～27，8〃『
の聞きがある。
　（7）牛舎の建築’受揃費
　牛念の建築’く備費は，その規模や1：緯造，建築年次など
によって異なるため，単純な比較を行なうことは困郊iで
あるし，アンケート調査で集めうるこの種の資料の精度
にもあまり期待がかけられないので，大まかな傾向をつ
かむ乱度にした。ここでのべる建築設備費の内容として
は，搾乳場，牛乳取扱い室，休息場，給餌」易，しきわら・
乾：寸：貯蔵場などの建築ヲ勿と，それらのf詞或没備（搾乳，
牛乳処理機械も念む）に要した費用をさし，堆竃王肥舎，
ナイロ，運動場，敷地造成などの費用は含んでいない。
また，古い建物を改造・移転した場合も除いた◎この結
果，集計のできたのは37農場（うち民営23農場，1961
～64年建築33広場）で，休U場の構造によって分ける
と木造20，鉄骨造15，ブロック造2となっている。
　まず，延べi繍積1）〆あたりの建築設佃1費を求めると，
第9表のとおり，平均0．8万円で，飼育規摸による開き
はさほど大きくない。構造別の単価にも一定の傾何が誌
められない。これを成牛飼育適当数1頭あたり1こついて
みると，平均10．7万円で，これも飼育規模による関係
は明らかでない。しかし，公営農場は民営農場にくらべ
て爾積あたり，1頭あたりのいずれも大きく，とくに1
ぶあたりの建築設備費は民営の2倍となっている。10
頭ん謝芭の1頭あたり平均費周が12．7万1：エ］と大きくな
っているのも，民営農場の0．5万円に対して，公営が
20万円の費用をかけているためである。
　民営農場における資金調達の方法としては，白己資金
わが国における乳，肉用多頭牛含の利用実態（第1報） （145）
第9表　　建築設備費と放飼式牛舎利用の成果
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平均〔9）（スタンチョン．氏乳パ合の場合と8えてよい）に
くらべると，総労働時間は鏑，坪」ζゴの55分に対して，
23．9分と半分以下になって．いる。とくに減少のUだつ
のは，搾乳と給窪ぎ作業で，放飼式zi捨のねらいであるこ
の面の省力化が則待どおり進んでいるようである。ただ
し，総労働時間に対するでノ1渓別時間の続成比に｝ぷこの
両作業ともあまり大きな変fヒはない。構成比のなかでは
牛舎の掃除作工がスタソチ穗ソ式牛舎の2倍の比∵を占
め，この作業が放飼式牛舎の省力化をは「まむ大きな要囚
となっている。この点については，1「｛こら（胸のスタソ
チョン牛舎との民狡嵩査においても指摘されているとこ
ろである。
　放飼式牛合の中では，当然のことながら飼育規模が大
きくなるほど労働時間も汽少し，41頭以上の階轡でξよ
1頭釣たり13．6分℃すまされている。しかし，公営農
場はいずれの階層とも民きiζ農膓より多くの労働時間を費
し，そのほかの難用の占める；1il焔が高くなっている。こ
れは公営慶場の特殊弦1こよるものと思われる。
ly．放飼式牛舎利用上の問題点
　第3図のようなねらいをもって建てiうれたこれらの牛
㊤も，その総合；i｛緑寵こおいて，第9表ξこぶオように「良
好」　とした濃理が80．0％，　「不良」が6，7％，　1“分ら
ない：が13．3％となっており，必ずしも期簿どおりに
剥用されているとはいえなし・。もちるん放飼式牛舎の利
用｝こ関連する1躍題はきえ）めて多妓にわたるのであるが，
ここでは建物施設幾計上の｝昌1題にしぼって検討してみ
る。魂査では放図式牛＆を第9図に示す13の建物設鮪
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芸
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に分け，これをさらに50の小項llにう｝けてA（良好），
B　磁迎），C（不良）の記号で評点してもらった。
とりまとめにあたっては，A，　B，　Cをそれぞれ10点，
5点，0点に換算し，これを全項目とも10点をとった
］．ノ合の合ぺ憶で除して整｛蒲率とした。集㌣農場数は建築
後の経過が浅くて評点不能のもの，あるいは記入不備の
ものなどがあったため，39撲場にとどまった。
　建物減備全体の整｛rl｝i率は，第且表のとおり乎均70・5
％で，飼吉規模男1］には，77．3％の｛i乏高整｛liii率を示した
21～30頭の階層をはさんで，　これより小規模あるいは
大規模農場とも，6～10％程度低率となっている。ま
た，経営主体別にみると，民営より公営農場の方が若干
整備が遜んでいる。建物施設の機能別組合わせによつて
分けた農場の間には，ほとんど差が認められない。
　つぎに，整備率を建物設備別にみると第9図のとおり
で，整備率の低いものから不備なカ所を呉体的に示すと
第12表のようになる。全体的にみて，給餌場，搾乳
場，休息場など，放飼式4舎の主要部分として設計時に
P｛9慮のなされた施設（舞》51酒参照）は，整備率も高くな
っているが，反面，産・育成室や乾乳牛管〕里施1パ，しき
彩
わがに｝おける乳，肉用多頂羊舎の刊用実態（第1報） （147）
第11表　農場別にみた建物設備の平均整鱗i率
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第12表　建物設備別にみた平均整洞率と不備なカぽ↑
　　　　　　　　　　　　　　　　（鐸∫9じく1参∬農）
翌減鋤畠潔不看働所（番酬期
　　　　　　　1　％産　室，育成室i55．9　①狭い，②場所がない
乾乳牛管理施i受…58．1　①戸所がない
臨！…1：1：／欝1：∵
運動湯i66・・｛漂藷稿、轟…竃嚢綴
休息場|灘蟹鞭
　　　　　　　1待　　賎　　場i70・5　①場所がない，②構造不完全
　　　　　　　i
敷　　　　　地i72．6　①通風，1ヨ当り不良，③狭い
　　　　　　　　　　　①冷却設刊‖がない②場所なし・
　　　　　　　　　　　①濃厚飼料給’」設佃iの不備，
　　　　　　　　　　　②搾乳牛床の配列，形式，寸
　　　　　　　　　　　法不適当，③ピットの深さ不
　　　　　　　　　　　適当，④出入り1コの縫造不良，
　　　　　　　　　　　⑤汚水処理不完金，⑥防寒構
　　　　　　　　　　　造の不備
わら・祖飼料の貯蔵場，糞尿処月！設備などの検討が足ら
ず，これらの不備が目だっている。もっとも，この整備
状態は農易こよっておもむきを異にし，たとえば21～
30頭階層の農場では，上記のほかに待機場や給排水設
猫，敷地条件などの不備が，31頭以」二の大規模農場で
は，糞尿処理設儲や運動場，給排水設備などがとくに不
ぞ龍な点としてあげられる。
　また，民営と公営燧場を比較してとくに日だつ点は，
民営の兵尿処理i受llli｛が不備なことである。建物施設の
磯能別組合わせタイブの上からは，（R一ヒF＋M）・Eの兼
周型に牛乳取扱い室の不備なものが多いし，（R＋F）・
E・Mでは休息場，R・F・M・Eの分離型には速動場
とか給排水設備が不備である。
　以］二にとりあげた問題点あるいは改善点は，高橋
iう（14）の調査においても1司じように指摘されているとこ
ろである。
牛乳取扱いヱi73．1
搾乳場
給排水設描i74．4
給餌場
貝（｛　f旧　　え麦　　イ；iil　81．6
①休u易兼用の場合，給餌通
路が狭い，②舎外給餌場の構
造不備，③飼糟構造不丸④
連動スタンチョンの構造
Y．おわりに
　わが国の放飼式牛翻ま，放飼管理方式の前提となる群
自・dに適した乳牛と，粗飼料の確保ができないために伸び
なやんでいる。牛舎施設「；i体にも，外国の放飼式午舎の
原型｝ことらわれすぎたり，十分な配慮をせぬままにまち
まちな形式や寸法，鱗造のものがとり入れられているた
め，牛体の健康をはじめ，建築費，省力化の点で十分な効
果をあげていない。しかしながら，この調査でとりあげ
た民・公営農場を含む各地の農」，｝での総験や試験を通じ
て，わが国の自然条件や経営条作に適した放飼式4舎も
あらわれつつある。暖辿酪農に適した半閥放式牛舎（1）な
どもその…例である。牛合設計の標準化に関する研究（D
や，休息場内に伺室（フリー・ストノレ）を設ける改造
案（3）なども，今後の指針として大いに役立つことであ
ろう。
　なお，放詞式牛舎の設計上の改善点については，別記
資料（10XU）にも実例をあげて記載しているので，これも
あわせて参考にしていただきたい。
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　　In　the　last　few　years，］oose－housing　barn　for　dairy　cattle　has　dotted　the　Japanese　country－side．
But　many　types，　designs，　a磁sizes　were　bullt　because　little　lnformation　was　abailable　on　this　barn，
and　little　research　on　its　farm　management　aspects　has　been　undertaken．　The　oblectives　of　the
study　were：
　　（1）　To　determine　and　describe　the　present　use　of　the　Ioose－housing　barn　in　Japan．
　　（2）　To　analyse　the　capita玉and　labor　requirements《or　this　bam　as　compared　with　other　bams．
　　（3）　To　determine　the　type，　des三gn，　size，　and　construction　of　the　barn　on　dairy　farms　of　different
sizes．
　Loose占卯sing　bams　on　thirty－five　dalry　farms，　eight　agricu汕ral　schools　and　eighteen　experiment
stations　were　surveyed　during　1964－1965．　The　contents　of　this　report　are　as　follows；
（］）
（2）
（3）
（4）
（5）
（6）
（7）
（8）
（9）
Design　of　loose－housing　barn．
Layout　of　resting　area，　feeding　area，　milking　room　and　open　lot．
Type，　size，　and　construction　of　milking　roorn．
Size　and　construction　of　resting　area．
Contruction　of　feedi三｝g　area．
Size　and　construction　of　open　lot．
Capital　to　build　loose410using　barn．
Labor　to　work　in玉oose山ousing　barn．
PrOblemS　in　USing　IOOSe－hOUSing　barn．
